
海外の病院を見学することは、
とても貴重な経験であり、
その中でラオスというそこまで
裕福でない国と日本との違いを
自分の目で見たかった。

ラオスと日本との技師の放射や
医療機器、防護に対する知識・
認識の違いを学ぶことができ、
参加してよかったと心の底から
思うことができました。

• ラオスの方々はフレンドリー

• 意外と虫は美味しい

• 患者移動や補助は家族の方が行う

右の写真はある病院の一般X線
撮影室の扉です。X線を遮蔽す
るために鉛などが含まれますが、
木目調の扉を見たのは初めてで、
構造や性能は分かりませんが
とても驚きました。



なかなか経験することが
難しい体験だと感じたので
ぜひ参加してみたいと思った。

ラオスのリアルを知ることが
できて非常に良かったと思う。
また、基礎に立ち返れるので
いい経験になった。

予想以上にどの病院も外観・
院内環境がきれいでした。
どうやら、ラオスではモテる
ようです！（日本では…）
初めての人は胃腸に注意です！
下痢が続いてしんどかったです。

☜ラオスの病院のCT撮影室の
ベットです。
写真ではあまり見えませんが、
血や汚れが掃除されないまま
次の患者が案内されてて衝撃を
受けました。



ラオスと日本の医療環境の違い
をみてみたかったのと

自分の英語コミュニケーション
力を試してみたかった。

人々は優しい方が多く、とても
親切でした。笑顔で出迎えて
くれたことが印象的です。

優しい国民性を体感しました。

私と同じ年くらいの学生が病院実習
中でした。ラオスの大学には、実習機
器材がなく、病院で実機を見たり、
触ったりして学ぶそうです。研修は
英語がメインで、ラオスの方が話す
英語の聞取りに苦慮することも正直
ありましたが、それ以上に、非言語コ
ミュニケーションの大切さを学び、
何とかなる！ことを実感しました。

正味二日間のあっという間のラオス
滞在でしたが、ラオスの食文化にも
触れることができました。
上はラオスで人気のSomersby
という炭酸アルコール飲料です。
下のお皿に映っているのは空心菜で
シャキシャキでおいしかったです。

青唐辛子を食べて悶絶！！



前回は活動期間が短かった
ので、より多くの病院を見て
現地の医療をもっと
学びたかった。

セミナーの内容を改善したこと
により、現地の方が積極的に
取り組んでくれた。
また、前回の活動の

成果が見られ嬉しかった。

活動の中で、日本から寄贈
された装置を「Good
Quality」と言ってくれて
日本人として誇らしく感じ
ました。

一日の活動を終えて、現地
の先生のイチオシ夕陽ス
ポットへ向かいました！

泊まったホテルの部
屋に蚊が数匹おり、
初日で顔を３か所刺
されました。虫よけ
対策は万全に！

屋台で カイルーク
（孵化前の卵を茹でた料理）

を食べました。見た
目からは想像できな
い美味しさでした！

医療装置は高額であ
り、頻繫に買い替え
られません。装置を
長く使用するために
保守点検が大切だと
感じました。



一年生の時にライブ中継で見た
ラオスの医療現場に、

日本との相違点に興味を持ち、
実際に行って自分の目で見て
みたいと思い参加しました。

医療だけでなく、交流や文化も

体験することができて
とても貴重な体験でした。

衛生面が良くなかったり、当たり
前だと思っていた知識がそうで
はなかったり、と驚くことばかり
でした。

文化

食

医療

ラオスの物価にしては、
病院代がとても高額で驚きま
した。

どんな料理にも生唐辛子が付い
てきます。辛かったです…。
コーヒーは美味しかったです！

ラオスの人は、とても温かく

優しく話してくれました。



ラオスのことを

もっと知りたい！

積極的に

会話できました!

ラオスでは中国文化である春節があり、街中が赤一色で賑やかでした。

ラオスで親しまれているパパイヤですが、そのまま食べてもサラダにしても
臭い！好みがはっきり分かれます。

新設の病院の大きさに驚きました（右上写真）。設備も新しく、働いている
方々の向上心も高く勉強になりました。医療

飲食

文化
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